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「共同レポート支援システムJ は Web ベースシステムであり 複数の学生が共同でレポートを作
成することができるようになっている。「共同レポート支援システム」は Wik の枠組みを利用して
作成した。 Wik は複数の編集者が共同でWeb コンテンツを作成（編集）するシステムである。オー
プンソースとして様々なWik システムが公開されており 比較的容易に，いろいろな目的のために
システムを利用することができることから Wik をベースとしてシステムを開発することとした。






























































回レポートを作成してもらうものであった。レポートの作成には一週間を設定した。 1回目と 5 回
目は，それぞれをプレテスト，ポストテストとして，単にレポートを作成してもらうだけで，ピア
レビューをおこなわなかった。 2 回目， 3 回目 4 回目のレポートはピアレビューをおこなっても
らった。 2 回目から 4 回目までの各回には，レポートの作成に一週間，ピアレビューに一週間，ピ
アレビューを受けての修正に一週間の計三週間を実施期間として当てた（ただし，冬期休業等と重
なり，ピアレビュー期間を二週間といった具合に延長することがあった）。提出された 1 回目から
5 回目までの各レポートは，授業の担当教員が 1から 5 の五段階評価で点数を付けた。実験期間は，
講義がおこなわれた 209 年 10 月から 201 年 2 月の約 5 か月間であった。
表 1 プレテストとポストテストの比較
A 学科 B 学科
t－検定
平均点 SD 平均点 SD 
プレテスト 2.86 0.81 2.2 0.57 ＊ 

























ストとポストテストの平均点の差について A学科 B学科とも 5% 水準で有意であることが分かつ
40 金西計英
た。 B学科は，ポストテストの方が，プレテストに比べて平均点が上昇している。しかし， A 学科で
は，ポストテストにおいて，プレテストよりも平均点が下がっている。
次に，表 2 において，レポート課題の未提出の割合を示した。レポート作成課題は，学生の自学
自習形式でおこなった。そのため A学科において，漸次，提出率が下がっている。 5 回目のポスト
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